
 神岡中学校

【神岡中学校防災学習のねらい】
・状況を応じ適切な行動を自分で判断し、安全に避難することができる。
・地域の一員として他者の安全確保に主体的に関わることができる。
・日頃から自らの身を守る判断力をもつことができる。 
・地域の一員であることを自覚し、災害が起こった際の影響を想像し地域の安全を守るために何ができる
かを考えることができる。

・自然災害の歴史や発生する仕組みについて理解し、適切な準備をすることができる。
【１年生】
・風水害２４…災害シミュレーションゲームを通して、災害時の自助・共助を学ぶ。
・防災基礎講座…防災の基礎知識を正しく習得し、地域の一員として神岡町での自助・共助・公助につい

て考える。
【２年生】
・職場体験学習×防災①…各企業がもつ防災面の強みを把握し、その企業が神岡町にあることで防災上どの

ような役割を果たしているのか理解する。
・職場体験学習×防災②…考えていたことと実際体験して分かったことを比べ、改めて企業がもつ防災面の

強みや弱みを考える。また、その企業に対して防災意識啓発として自分たちが
できることを考える。

・共助とは？…共助とは何かを学び、共助がなぜ必要なのか理解する。また、災害を自分事として捉え、
自分には何ができるのかを当事者意識をもって考える。

【３年生】
・公助とは？…災害時に備えて市としてどんな備えをしているのかを知る。また、公助はどのような安心安

全のためにあるのか、市民としてどのような活用の仕方ができるのかを理解する。
・避難所設営シミュレーション…神岡中学校を避難所として開設する際に、避難所設営を主導できる知識

を身に付ける。また、ただ場所を開放するだけではなく心理的な安心感
を抱かせることも必要であることを知る。
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１　２年生社会科（地理的分野）東北地方　「過去の継承と未来に向けた社会づくり」　授業実践 

導入 

導入では、本時の中心となる「東日本大震災」について、興味関

心を高めるため、津波や家屋の倒壊など当時の状況が分かる資料を

提示した。災害の規模の大きさを実感させることができ、「う

わっ」という生徒の反応があった。その後、「石碑に刻まれた碑文

の意味」「東北地方に点在する自然災害伝承碑の位置」などを確認

し、「東北地方では、過去の災害からの教訓をどのように生かして

いるのか」と課題を設定した。　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　【導入の様子】 

展開 

展開では、教科書、地図帳、資料集に加え、インターネット資料

から読み取りを行った。インターネット資料を「自助・共助・公

助」の視点で精選したことで、生徒が３つの視点に沿った交流をす

る姿につながった。全体交流では、資料から読み取ったことに加え

て、神岡中学校で年に３回実施している防災学習で学んだ知識を駆

使した発言もあり、他領域の学びとつなげながら考えることができ

た。 

「自助・共助・公助」でまとめた後、生徒の認識をさらに深める

ために、「木碑」の資料を提示し、「石の方が、手入れが簡単なの

に、なぜ、木でつくられた伝承碑を立てているのか」と投げかけ

た。「木の方が、文字が見やすい」「木の方が目立つ」という考え

が多かったが、設置者のインタビューを通して「いつまでも忘れな

い、思い出させるため」と教訓を未来に受け継ごうとする、東北地

方で生活する人々の思いにも触れながら、考えを深めることができ

た。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　【全体交流の様子】 

終末 

 

 

 

 

 

【生徒のまとめ①】　　　　　　　　【生徒のまとめ②】 

 

２　成果と課題 

　　○震災当時の写真を提示することで、当時の様子を想起させ、課題意識をもたせることができた。 

　　○映像資料を視聴したことで、自分たちの考えをより確かなものにすることができた。 

　　▲追究資料の精選をさらにおこなうことで、より深い学びになる。 

▲木碑の資料を提示する際に「４年に１回交換をする」という事実を押さえることで、教訓を受け

継ぐ思いをより深く感じさせられると思った。 

　  

１　総合的な学習の時間での実践 

【神岡中学校防災学習のねらい】 

・状況を応じ適切な行動を自分で判断し、安全に避難することができる。 

・地域の一員として他者の安全確保に主体的に関わることができる。 

・日頃から自らの身を守る判断力をもつことができる。  


